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第 2 章では、まず、広帯域無線通信システムの伝搬路特性について述べ、直交周波数分割多重 (OFDM、 Orthogona1
Frequency Division Mu1tiplexing) 方式の有効性を明確にした。さらに、本研究で用いられる OFDM 適応変調方式
を構成するために必要となる諸技術について説明を行い、本研究の意義を明確にした。











第 5 章では、周辺セルから干渉信号が存在するマルチセル環境において OFDM 適応変調方式を用いる際に課題と
















(3) 将来のブロードバンド無線通信方式として考案したマルチレベル送信電力制御機能を有する OFDM 方式を基
本とした OFDM/TDMA 方式を、全セルで同一の周波数を用いる新しい移動通信方式として導入することを提
案し、良好かっ有望な見通しを得ている。
以上のように、本論文は、ブロード、バンド時代にふさわしい無線通信技術に関する多くの知見を得ており、通信工
学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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